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［はじめに］真空紫外線(VUV)は殺菌や光化学などへ利用されている。しかし、市販の光源は水

銀灯などの放電灯が主流であるため、省エネ、環境負荷等の観点から固体ベースの光源開発が求

められる。我々は VUV発光材料として岩塩構造酸化マグネシウム亜鉛（RS-MgxZn1-xO）に注目し

ている[1,2]。その終端材料である MgOはバンドギャップ 7.8 eVの直接遷移型半導体[3]であり、

80-85 meV と大きな励起子束縛エネルギー[3]を有しバンド端発光の報告例もある[4,5]にもかかわ

らず、発光光源への応用を念頭に研究された例は殆どない。そこで本研究では、MgO 単結晶の

VUV領域でのカソードルミネッセンス(CL)測定を行い、発光材料としてのポテンシャルを調査す

ることを目的とした。 

［実験］クリスタルベース社製の電融法で育成された(001)MgO 単結晶基板の測定を行った。CL

測定では電子銃の加速電圧を 10 kV、試料電流密度を 1.79 mA/cm2とし、光路を窒素充填すること

で VUV発光を観測した。 

［結果と考察］6 Kでの CLスペクトルを図 1に示す。7.630 eVと 7.648 eVの鋭いピークは報告値

[4]とほぼ一致しているが、報告ではこれらが自由励起子(FE)発光と同定している。しかし、反射

スペクトル[6]との比較から、これらは束縛励起子(BE)発光によるもので、7.68 eV付近のショルダ

ーが FE発光と同定した。BE発光のエネルギー差は約 18 meVで、スピン-軌道分裂エネルギー[3, 

6]とほぼ一致した。図 2に温度依存性を示す。6 Kで 5.4 eV、6.8 eV付近で観測されたブロードな

スペクトルは DAP発光と考えられる。昇温に伴い 5.4 eV付近の DAP発光の強度は単調減少した

のに対し、6.8 eV付近の発光は、100 Kまで一旦減少した後、150 K以降で増加した。これは、昇

温により自己トラップ励起子(STE)発光が誘起されたためと考えられる。一方、励起子発光に伴う

バンド端発光は 300 Kまで観測され、反射スペクトル[6]との比較から、室温では FE発光が支配

的であることが分かった。以上より、MgO を終端材料とする RS-MgxZn1-xO の発光材料としての

高いポテンシャルが示された。 
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Fig. 1. CL spectrum of MgO at 6 K. Fig. 2. Temperature dependent CL spectra of MgO. 
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